
別冊４ 

業務用車両使用に関する覚書（案） 

 

派遣先の独立行政法人日本貿易振興機構（以下「甲」という）と派遣元●●●●株式会社（以下「乙」という）とは車両

使用に関して以下のとおり覚書を締結する。 

 

第１条（適用範囲） 

甲乙間において●●●●年●月●日に締結した乙派遣労働者を●●●●とする個別労働者派遣契約（以下当該

派遣契約という）の業務に付帯して、甲乙間で合意した範囲において甲は乙派遣労働者に車両の使用をさせる

ことが出来る。なお、合意範囲は次の第２条～第７条のとおりとする。 

 

第２条（必要条件） 

当該派遣契約期間中において、乙派遣労働者が有効な（免許更新も含む）運転免許証を所持していることとする。 

 

第３条（安全配慮義務） 

甲は、その責任及び負担において、乙派遣労働者に車両を使用させるものとし、このため甲は乙派遣労働者に

対し、十分に安全の配慮を行い、指示をするものとする。 

 

第４条（車両の特定） 

乙派遣労働者が第１条において、使用する車両は、甲の公用車若しくは甲の手配するレンタカーとする。 

 

第５条（保険の付保） 

甲は、乙派遣労働者が第１条に定める業務遂行のため使用する車両に、あらかじめ法定の自賠責保険及び甲の

定める基準に定めた任意保険を適切に付与するものとし、甲は乙に任意保険証券の写しを提出する。 

           

第６条（損害の負担） 

第１条の規定により、乙派遣労働者が車両を使用中、事故が発生した場合において、第５条により付保された

保険により填補されない損害、又は雇用関係上発生する労働者災害補償保険に係わる以外の損害が発生したと

きは、甲はかかる損害の負担をする。ただし、乙派遣労働者の故意又は重大な過失により生じた場合は乙はか

かる損害の負担をする。 

       

第７条（有効期間） 

本覚書の有効期間は下記の覚書締結日から当該派遣契約に定める契約期間終了日の●●●●年●月●日までと

する。 

 

本覚書の成立を証するため本書２通を作成し、甲、乙記名捺印の上各１通を保有する。 

 

 

年 月 日 

 

甲：東京都港区赤坂一丁目１２番３２号 

独立行政法人日本貿易振興機構 

                                       総務部長  小野村 拓志 

 

 

 

乙： 

                               

                               


